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基調講演

持続可能 な ミュージア ムIPMに 向 けて
     一国立民族学博物館の取 り組み一

園 田 直 子

1.国 立民 族 学博 物 館(み ん ば く)の 概 要

 皆様 こん にちは。国立民族学博 物館 の園田です。 よろ し くお願い致

します。

 昨 日は九州 国立博物館 、先 程は名古屋 の愛知 県美術館 といろいろな

博 物館で、IPM総 合 的有害生 物管理 の活動 が非常 に活 発 に行 われ て

いる とい うことを伺って、非常 に面 白 く、また感動致 しました。

 今 日は、大 阪の国立民族学博物館、通称｢み んば く｣と いってお り

ます が、そ こでの取 り組 みについてお話 してい きたい と思 い ます。み

んば くは、大 阪千 里、万博 公 園の中にあ ります(写 真1)。 博物 館 と

い う名前 です が、 大学共同利 用機 関 として1974年 に出来 ました。

 みん ば くには三つ の機能 があ ります。 一つ は｢文 化 人類 学、民族

学、 及び関連諸科学 の研究所｣と い う立場、そ して｢博 物館｣と いう

機 能 も勿論 あ ります。 三つ 目は｢大 学 院教育｣と い うこ とで、博士課

程 の学生 を受 け入れている、 この ような組織です。2004年 に法 人化致

しました。

写真1 国立民族学博物館の全景

写真2 新構築前のアプリ力展示場

 み んば くの代表 的な常設展示場 です。今、新構築 というこ とで、い

ろいろ と新 しく展示 を変えてお りますので、 この写真 にあ ります アフリカ展示場(写 真2)は 、現在は違 う

形 になっていますが、 このようにケー スに入れ られて いるもの は殆 どな く、露出展示だ とい うことが、みん

ば くの大 きな特徴か と思 い ます。

 所蔵資料は28万 点 を超 えてお ります し、現在で も毎年収集が続け られていて、その数は増 えてい ます。所

蔵資料の約5パ ーセ ン トが展示場 にあ り、残 りの95パ ーセ ン トは収蔵庫 にあ ります。 みんば くの収蔵庫 は、

実 は館内外の研 究者が中 に入 って調査研 究する ことが可能で、その ような ことも含めて、い ろい ろな問題 を

解決 しなければな りません。収蔵資料の内9割 は、一般収蔵庫 といわれる平均 的な温 度 と湿度 に調整 された

エ リアに入 ってお りますが、 よ り温度湿度の シビアな管理が必要な ものは、特 別収蔵庫 という部屋 におかれ

てい ます。それぞれの材質 に最 も適 してい る温度湿 度に設定 されている ところに入れています。

2.み ん ば く所蔵 資 料 の特 徴

 それでは まず、みんば くの所 蔵資料 の特徴 ですが、私 たちが集 めているのは民族資料です。民族資料 の多

くは、身近 にある素材 で出来てお ります。 それ も木 とか皮 とか紙 とか藁 とか、有機物が多いです。

 実 際に使 用 されていた資料 を中心 に収集 している とい うこ とは、実 は食べ こぼ しとか、その ような使用痕

が残 っている資料 も多 くあ ります。 ただ、その ような使 用痕 とい うの は、その ものが どの ように使 われて き

たか を表わす証拠 とな ります ので、 原則 的には使用痕 とい うのは除去せずその まま置 いてお くとい う方針 を

とってお ります。

国立民族学博物館
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 これ らの資料は、 もともとは 日常生活 で使用 されていた もので した。 あるいは、 ある儀式、祭 りな ど、短

い期間だけの使用 を想定 されてい ましたので、長 く保存 され るこ とは考 え られ ていなか った ものです。

 また、私 たちは世 界の各地 か ら収集 してい ますので、元の使用環境 と、大阪の現在の保存環境が異 なって

いる とい うこともあ ります。

 先程 ご覧 になった ように、展示場 は大方が露出展示 になってお ります し、場所 によっては中庭 に直接出 る

ことも出来 ます。一方、収 蔵庫で は、研究者 が調査で きる とい うことで、お そ らく私 たちの資料 とい うの

は、他 の博物館の資料 と比べ まして も、最 も生物被害 に遭い易 い条件が揃 ってい る と思い ます。

 美術工芸品な どは、 もともと長 く残 してい くとい う意識が皆様 にあ りますが、民族資料の場合 にはそ うい

う意識が薄いので、 どこかで意識的 に保存 しなけれ ば残 らない性格の もの と思い ます。

 みんば くの この ような実情 ・現状 に応 じて持続可能 な総合的有害生物管理、その体制 を作 ってい くとい う

ことですが、今 も試行錯誤 を続 けてお ります。その取 り組みの一端 を紹介 してい きたい と思い ます。

3.IPM(総 合 的有 害生 物 管理)の 体 制 づ く り

 ここで｢持 続可能｣と 言 いま したの は、私た ちの博 物館 において直接 的 に資料管理 や、収 蔵庫 な どでの仕

事に携 わる職員 とい うのは、3年 契約の職員 だか らです。 とい うことは、3年 経った ら別の人 とい うことに

な ります。 とい うこ とで、特定の ひとに頼 らず、 また特 別な機器 を必要 とせ ずに、資料管理 の体制 を一 定の

レベルに保ちたい と考 えています。10年 前 に行 った調査結果 と、現在の調査 結果 を比較 出来 る ように したい

し、 また将来的 に行 われ る結果 と現在 の調査結果 を も比 較 したい とい うこ とで、長期 にわ たって比較 可能

な、誰が行って も均一 なデー タを残す ことを念頭 に体制づ くりを行 ってい ます。

 また調査する とい うこ とも大切ですが、その結果 を次 に繋げたい と思 ってい ます。調査す るこ とで人々の

意識が高 ま ります。 そ して調査結果があ る程度集 まった ところで、総合 的に分析 し、 問題 を理解 し、次 に進

んでい くとい うこ とを考 えに入れてい ます。

 先程か ら環境 の問題が 出てい ますが、持続 可能である とい うことは、環境 に配慮 した手法 を選 ばなければ

な らない とい うこ とで もあ ります。人に も安全 で、モ ノに も影響 を与えず、 自然 に優 しい手法 を選 んで、有

害生物管理の体制 を作 ってい るとい うことです。

4.予 防的 措置 によ る虫害 対策

 4.1.定 期清掃

 みんば くのIPMで すが、他の館 と同様 に予 防的措 置 を重視 してい ます。虫や黴 の被 害 を発生 させ ない と

いうこと、発生 した場合で も非常 に初期 の段 階、被 害が拡大 しない うちの早期発見 に努 めたい とい うこ とで

す。

 定期清掃 ですが、展示場 は外 部業 者の方 が毎 日行 ってい ます。 ただ し、資料の置 いて ある台の下 とい うこ

とにな ります と、契約に入ってお りませ んので、 やは り内部のス タッフが行 うということにな ります。

 収蔵庫 も内部の スタッフが清掃 します。 みんば くには数多 くの収蔵庫があ りますので、そ れ らを区画 に分

けてお ります。一 ヶ月 に一度 どこかの区画 を清掃す る とい うこ とで、 どの収蔵庫 も一年 に一 回は清掃 の対象

とします。清掃の後 は、全 員でそ こに収蔵 してある資料 を 目視点検 し、異常が ないか を確認す る体制 を とっ

てお ります。

 4.2. 毎朝のIPM点 検

 どの博物館 もそ うですが、毎朝、観 覧者が い らっ しゃる前 に｢巡 回｣と いう事 を します。全て の資料、作

品が所定 の位置 にあ るか、照 明がちゃん とつ いてい るか、何かが落 ちてい ないか、つ ま り館が観覧者 をお迎
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えする状態 になっているか を確認す るための巡回です。

 み んば くで は、2004年 か らこの巡 回 の時 に、IPM点 検

とい うのを付 け加 えることに しま した。具体的 には、展示

場 ごとにこの よ うな シー トを作 りま した(図1)。 シー ト

の上 で桃色 に彩色 してい ますのが、今 までの経験 か ら、生

物被害 に遭い易い と解 ってい る資料 の位 置です 。毎 日点検

す るの は3年 契約 の職員です し、 ローテー ションで点検 の

人は変わ りますが、必 ず これ らに関 しては 目視 点検 をする

とい うことで、誰 が点検 して も漏 れが ない ように したわけ

です。 それ ぞれの 資料番号 と資料 の名前 の 一覧 表 に は、

1か ら31の マス を設 け て、毎 日、漏 れが ない よ うに点検

し、記録 する体制 を整 え ました。 この ような点検 シー トを

展示場 ご とに作 って使 うこ とで、均一 なデ ー タを残 してい

ます。

 これ らシー トに予 め記 された資料 は集 中的 に見 ますが、

他 の ところで何か異常が発見 された場合 には、それ は直接

シー トに書 き込 むとい うこ とに してい ます。

 また、資料 の裏側 とか内側 に生物被害 に遭い易い材質が

図1 屡示場のIPM点 検で使用しているシー トの一例

使 われている ものがあ ります。その ような資料 を毎 日裏返 した りします と、資料 のハ ン ドリングの機会 が増

えて、か えって資料 を傷め る惧れがあ りますので、その ような資料 に関 しては、毎 日の点検 は目視だけで、

週 に1回 、念 を入れ た点検 をす るとい う決 ま りを作 ってい ます。

 4.3.生 物生息調査の実施 と分析

 虫 トラ ップを用いた生物生息調査 とい うのは、みんば くは恐 ら く他館 より早 いか と思い ます。1992年 か ら

始めてお ります。保 存科 学の担 当 としては私 の前任者 に森 田恒之先生 、現在 、み んば くの名誉教授がお りま

した。

 実は1992年 以前 か らすで に、展 示場 で最 も虫害 に気 をつ けなければいけない資料 を、重点的 に点検す る。

その次にその資料 の周辺 を点検す る。 そ してその後全体 の点検 とい うこ とで、展示場 を点検 の重要度に応 じ

て三つのゾー ンに分 けて点検 する とい うこ とを行 ってお りま した。 ただ、現在の ようなこの虫 トラ ップによ

る生物生息調査 になったのは1992年 か らで、 それか ら現在 まで同 じ手法 を続 けてお ります。

 生物生息調査 をみ んば くが始 めた当時、虫 トラ ップには市販の ものが なかったので、特注品を使用 しまし

た。恐 らく九博 のイ ンジケー タに比べ る と5倍 くらいの面積が あるか と思 いますが、デー タの均 一性 を考慮

して今 で も同 じものを使 ってい ます。

 虫 トラ ップを用 いた生物生息調査 を、現在起 きている危険 とか異常 の発見 に役立て ることは、今ではどの

館で もな さっている と思 い ます。 みんば くには1992年 か らのデ ー タが あ ります ので、それ らを全体的 に見

て、長期 的な視点で虫害の傾向が解 らないか と思 い、分析 を してみ ま したので、 ここではそのこ とを少 しご

紹介いた します。

 これ は1992年 の6月 か ら、最新の調査結果であ る2009年 の秋、10月 までの トラップの総捕獲数 の相対的な

推 移 を示 した もので、内訳 は虫 目ごとに なってい ます(図2)。

 2001年 と2004年 とい うの は、み んば くのIPMに とっては、非常 に大事 な年です。2001年 に、生物被害対

策が今 までの手法 では成 り立 っていか ない とい うことを意識 し始め、過去 のデー タの分析 を開始致 しま し
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図2 虫 目別でみる捕獲数の推移(1992年 ～2009年)

た。つ まりこの時点か ら、前 に も増 して生物被害対策 に力 を入 れ始め た とい うこ とです。 また、2004年 か ら

は、例えば展示場のIPM点 検 など、 IPMの 取 り組 み を本格 的 に開始 しました。2004年 以降、か な り色 々な

変化が起 きています。

 総捕獲数 の推移 を虫 目別ではな く、大 きく展示場、収蔵庫、 その他 のゾー ンとい う、 ゾー ン別 に分け、 こ

れか らそれぞれの ゾー ンごとに虫害 の傾 向を見て い きたい と思 います。

 展示場 ゾー ンだけ を抽出 した ところ、展示場 にお ける特徴 は、ある特定 の資料 に集 中 して虫害が発生 して

いるとい うこ とが解 りま した。毎朝 のIPM点 検の時 に、集 中 して気 をつけて いるのは実は この よ うな資料

です。そ して2001年 、生物被害 に意識が高 くなってか ら、被 害 は少 し収 まって きます。2004年 か ら毎朝 の

IPM点 検 を取 り入れ ると、又一つ被害が 少 な くなってい るとい うことで、非常 に地 道 な取 り組 みです が、

実際に効果があ るとい うことが分か ります。

 収蔵庫 ゾー ンです と、被 害は一つ の資料か ら発生す るの ですが、その ゾー ン全体 に広が り易いです。 これ

は、収蔵庫 とい うのは物が密 に詰 まっています し、 また展示場 のよ うに始終人 々の 目に晒 されている とい う

わけではないので、 どうして も被 害の早期発見が遅れ て しま う傾 向が ある ということです。みんば くの収 蔵

庫 は1、2、3と 名前は違 い ます が、 中では連結 していますの で、一つの ところに発生す ると被害が広がっ

て しまい ます。虫害が発生 した時期 には空調 ダク トの工事 を していま して、 日中 は殆 ど収蔵庫 の ドアは開け

た状態 にせ ざるを得 なか った とい うこ とで、被 害が治 ま りに くか った とい うこ とがあ ります。2001年 か ら

は、非常 に良好 な状態が保 たれてお ります。

 一方、その他の ゾー ンは、他のゾー ンに比べ ます とそれ ほ ど捕獲数が減 らない傾向があ ります。 この薄い

藤色 で表 され ているの はハエ 目です(図3)。 その他 の ゾー ンにおけ るハ エ 目の捕 獲数 の推移 を抽 出 して

も、近年ハエ 目の捕獲 数が増 えてい ます。 それにあわせ て色 々な処置 を講 じてい ます。ハエ 目の出入 りを防

ぐために、直 ぐに ドアを閉める とか、 そのような対応 を取 りなが らもこの ように上が ってい くので、一体何

故 この ようにハエ 目が増 えてい るの か とい うこ とを よ り詳 しく見 てい きま した。1992年 か ら現 在 まで、 ト

ラ ップの数は変 ってい ます。特 に外 部に通 じる出入 りロの付近 に トラ ップを置 き始めた とい うこ ともあ りま

すので、当時か ら継続的 に トラップ を置いている場所 だけを抽 出 しま したが、や は り捕獲数 は上が ってい ま

す。ただ、2005年 か ら春夏秋冬の調査を徹底 しましたので、そ れまで行われてい なか った春の結果が付 け加

わったこ とにな ります。そ こで、以前 は していなかった春の調査結果 を取 り除 きます と、2005年2月 か ら状

況 は実はかな り良 くなってい るのです(図4)。 何 を したか とい うと、シ ャッター の建 てつけの悪 かった木
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図3 その他のゾーンにおける捕獲数の推移(1992年 ～2009年)

図4 その他のゾーンにおけるハエ目の捕獲数の推移(1992年 ～2009年)

   (継続調査している場所と季節を抽出)

製の網戸 を金属製の もの に換 えたのが2005年2月 です。施設の整備が効果 を もた らしたとい う明 らかな事例

です。

 みん ば くでは、 日々の清掃 や定期点検 が最 も被害の早期発見に繋が ってい ます。一方、虫 トラップによる

生息調査 によ り、み んば くにお ける虫害の傾向が解 ります し、中 ・長期 的な防虫対策 をたて ることがで きま

す。 とい うことで、 これ らの活動は総て補完 しあ う関係 にあ ると思ってい ます。

5.IPMの 考 えに基 づ い た殺 虫処 理

 5。1. 基本 的な考 え方

 この ように予防的措 置 を講 じてい まして も、やは り被 害は発 生 して しまい ます。 みんば くの殺虫殺 菌の基

本的な考 え方 としては、海外 か らの新着資料に限 り燻蒸庫で ガス燻 蒸 を行 ってお ります。臭化 メチルの代替

薬剤です 。それ以外の場 合、 日本国内に入ってか ら加 害 された資料、 あるいは収蔵庫 に入れ る前の資料 とい

うのは、全て化学薬 品 を用 いない、 ノンケ ミカルな殺 虫処理 に してお ります。

 どの ような手法 を選ぶか とい うのは、その被害の状 況 によ ります。被害の規模 、そ して被害 を受けた資料

の材質、更にはその資料が展示場 にあるのか、収 蔵庫 にあるのか、処置に どの くらいの 日数 を掛 け られるの

か、 これ ら全 てを考 えた上 で最 もその場合 に適 した、最 良 と思 われ る手法 を選択 して い きた い と思 い ま し

て、様 々な取 り組 み をお こなってお ります。
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 5.2.化 学薬剤 を用いない殺 虫処理

 みんば くでは、通常、他の館で も行 ってい らっ しゃる二酸化 炭素処

理(写 真3)を 用いてい ます。

 また、温 度処理の実験 や取 り組 み を始めてい ます。 高温処理 、低温

処理、それぞれ ここに示 した ような条件 を維持 で きれば効 果が あ りま

す(図5)。

 高温処理 の一つ の事例 ですが、展示場 にある イ ン ドの 木造漁 船 で

す。長 さが8メ ー トルあ りますので展示場 か ら出す ことは出来 ませ ん

で した。展示場で処理 をしなければいけない とい うこ とで、化学薬剤

を用いない とい うのが第一条件 です。 さらには観 覧者が土曜 日、 日曜

日は多いので、土曜 日、 日曜 日にかかる処置 は出来ない というこ とに

な りました。す なわち、 どんなに長 くて も5日 以 内に処置 を終 えな く

てはいけない。その ような様 々な条件 を考えた結果、高温処理 とい う

手法 を選 びま した。木造 漁船 の周 りを断熱箱 で囲み、熱発生装置 か ら

温風 をパ イプで送 り込み ます。温風 はこのように、 システム内を循環

します ので、断熱箱の中は温 め られ ます けれ ど、展示場の温度 と湿度

には影響 は与 えません。 ス ライ ドにマ ネキ ンが写 って いますので、位

置関係がお解 りになる と思 い ます。マ ス トを畳ん た船 を、水蒸気 を通

さない特 殊 なシー トに包 んで脱気 して、断熱 箱の 中 に入 れた わけで

す。熱 します と木材か ら水分が失 われてひび割れが起 きる危険性があ

写真3 大型ファスナバッグでの

   二酸化炭素処理

図5 温 度 処 理 の 条 件(Strang, T. J. K.

  1992 A Review of Published Tem・

  peratures for the Control of Pest

  Insects in Museums. Collection Fo-

  rum 8(2):41-67よ り)

りますが、 この ように包んで脱気 していますので、水分の移動 はほ とん ど起 こ らない とい うことで、亀裂 も

割れ も何 も生 じさせ ないで処置が 出来 ま した(写 真4)。

 また、市販の使い捨 てカ イロによる高温処理 を した こともあ ります。 カザ フのテ ン トの木製の骨組 みの結

び 目のところに、 ウールの紐が使 われてい ま した。結 び目を全部解 きます と倒れて しまい ますので、その場

で処置 をす ることにな りました。結 び 目それぞれ にカイロを3枚 ずつ 当て ます と殺虫処理の条件が満 た され

ました。 これは一 日で処理が終 了 した事例です。

 みんば くでは、滋賀県立琵琶湖博物館 とともに、JICAの 博 物館学集 中 コー スを行 ってお ります。 アフ リ

カ、あるい は南米や東南 アジアの方 々か ら、｢お 金が ないけ ど殺虫処理 が必 要だ。 どの ような方法があ るの

か。｣と い う質問 をよく受 けます。その時の研修 生 と一緒 に、真 夏の 日本の パーキ ングの車 の中で高温処理

の実験 を しました。途 中で物の方向 を変 えれば殺虫処理の実験 条件が満た される ことが解 って きました。 た

だ し、 日本の大阪です と、7月 の後半か ら

9月 のは じめ まで、ご くご く限 られ た期間

で しか条件 を満たす こ とは出来 ませ ん。

 こち らは、低温処理です。 この スライ ド

にあるのは、お店でア イスク リー ムを入れ

てい るよ うな装置 です(写 真5)。 これで

も確実 にマ イナ ス30度 以下 にな ります の

で、低温処理 は可能です。

写真4 展示場での可搬型組立式装置による木造漁船の高温処理
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写真5 業務用フリーザーを用いた

   低 温処理

写真6 新設 したウォークイン高低温

   処理庫

 5.3. 施設整備

 低温処理 、高温 処理 の事例 が増 えて きたのを受 けて、2007年3月 、大型の ウォー クイン高低温処理庫 を新

設 しました。 これです と、2台 の移動棚 に大部分 の物が入 ります(写 真6)。

 ただ、温度処理 とい うのは特 に材 質を選 び ます ので、何 で もこの処置が出来 るとい うことではあ りませ ん。

向 き不 向 きの材質が あ ります ので、それ を注意 した上 で選択 を してお ります。

 一方、燻 蒸庫 は、 ガス燻 蒸 を海外か らの新着資料 に限るということに しま したので、その回数 は非常に少

な くな りました。 その直後 は10分 の一 くらいにな りま した。 ということで、燻 蒸庫 とい う密 閉空 間を他に も

使 いたい とい うことで、二酸化炭素処理、あ るいは低酸素濃度処理 にも対応出来る よう、改 良を行 ってお り

ます。

 この ように予 防的措置、そ して殺 虫処 理法の 開発、施設整備 を行 ってお りますが、や は りIPMに とって

は、全体 の環境 を整 えてい くということを意識 してい ます。温度 ・湿度のモニ タリング、 そ して収蔵庫内の

保管方法の改良 とい うような取 り組み も行 ってお ります。

6.博 物館 の環 境整 備

 6.1.温 度 ・湿度 モニ タ リング

 みんば くの収蔵庫 には、 どこにも一台は 自記温湿度計を入 れてい ます。継続 的な記録 を とることで、何か

突発的 なことが ないか を必ずチェ ック してい ます。その上 で、グラフ化 した り比 較 した りするには、デー ター

ロガー を用いてい ます。

 デー ター ロガーは、一定間隔 ごとに測定 し記憶 した記録 です ので、測定 と測定 との 問に突発事故があって

も記録には残 らない とい うことがあ ります。そこで、 自記温湿 度計 の記録 を見て突発的 な変化はない という

ことを確認 してか ら、デー ター ロガーのデー タを用いて、いろいろ と比較検証す るとい うことを行 っている

わけです。

 これは、2008年 の1月 か ら12月 まで のデー ター ロガーのデー タを繋 げた ものです(図6)。 みん ば くのい

わゆる一般収蔵庫 の中の環境 は、年 内で どの ように変化 しているか とい うのが解 って きます。今、 このよう

なデー タを蓄積 している ところで、 かな りの数が貯 まって来 ました。温 度 ・湿度モ ニタ リング結果の比較検

証のための分析 システムの開発 もあわせ て行 ってお ります。

 6.2.収 納 ・保管方法 の改良

 みんば くの収蔵庫 は調査 のために研究者が 入れるので、調査者 に とっては調査 しやす い収蔵でなければい

けないのですが、資料 に とっては安全 である とい うこ とが第一 です。 そ して同時 に、虫害や カビの早期発見
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図6 一般収蔵庫での年間の温度 ・湿度推移の一例

が 出来るこ ととい うことまで を考えて、段 階的に資料 の収蔵 ・保管方法 の見直 しに入 って います。収蔵庫 は

ほぼいっぱいになってい ますので、効率 的に収蔵す るこ とも考 えなが らです。今、何か改良すれ ば、資料 の

今の形 をこのあ と10年 で も20年 で も保 っていける とい うものを優先 して、 この収納 ・保管方法の改良 に取 り

組 んでいるわけです。

 たとえば、 この毛皮の靴の ように少 し変形が は じまった もので も、 中に適切 に詰め物 をす ると変形 を防 ぐ

こ とがで きます。 この時 に色々な素材 を使用 しますが、 どのよ うな素材 を使用 していいか、 とい うことに私

たちは頭 を悩 ませ ました。何 を使 っているのか、 それぞれ素性が 明 らか な ものだ けをまず使お うとい うこと

になっています。

 天然素材 を優先 してい ますので、紙 あるいは木綿 とい うのが多 くを占めます。 ただ場合 によって は、合成

素材の方が天然素材 にない特徴 を持 っている ときが あ り、 これを使 いたい とい うこ ともあ ります。その とき

は、主成分が、安定性 がある といわれている合成素材で ある とい うこ と、可塑剤 とかそ うい うものが添加 さ

れていないことを確 認 してお ります。主成分以外 に、素材か ら発す る ものの濃度が低い もの を選択 してお り

ます。現在で は、セル ロース以外 では、 ポ リエチ レン ・テ レフ タレー トです。ポ リプロピ レンは、実際はそ

れほど使 ってい ませ ん。そ して一部 にポ リエチ レンを使 って いますが、ポ リエチ レンは、製品 によっては主

成分以外 に熱脱着 され るガス濃 度がか な り違 いますので、 この選択 にあた って は少 し注意 を してい ます。

 この ように して得 られたデー タは総 てデータベ ース化 して、現在使 ってい るものの記録 をとってい ます。

それぞれの実物 もサ ンプル ライブラ リー と称 して、保管 してお ります。将来、何か不都合が起 きた時、その

原因 を見つ けることがで きる ように準備 を してい ます。

 収納 ・保管方法の改善では、一般収蔵庫 は非常 に広いので、 まず は出来 るところか ら始め ま した。毛皮の

特別収蔵庫 の配架 をや り直 した事例 です(写 真7)。 これが2007年 度。2008年 度 は、絨毯 の特別収蔵庫 を対

象 にしました(写 真8)。 右上 の写真 の ような状態 だったのですが、絨毯 はすべ て巻 き直 してい ます。 そ し

て、新 設の高低温処理庫 を用い低温処理 で絨毯 を殺虫処理 してか ら収蔵庫 に戻 す とい うことを行い ました。

7.お わ りに

 今後の課題ですが、IPMと い うこ とを含 めて、総 合的 な視点 で資料管理 を してい きたい、そ れ も持続 可

能 なもの とい うことを目的に しています。

 日常的な業務では、清掃 とか毎 日の点検が あ ります。 これ らは継続 して行 って こそ意義があるのですが、

慣れが生 じて形骸化 しやす い。 いか に毎 日、問題意識 を持 って取 り組む ことが出来るか とい うのが問題 か と
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写真7 特別収蔵庫(毛 皮 ・皮革 ・羽)の 収納 ・保管方法の改善 写真8 特別収蔵庫(絨 毯)の 収納 ・保管方法の改善

思 い ます。 また、生物生息調 査の結 果が 出た らす ぐに分析 して、問題箇所の点検 をす る、 この ような地道な

活動 はず っ と継続 していかなければな りませ ん。

 その一方で私 たちは、新 たな研究 や開発 を してい く。生物被害対策 に して も、収蔵 ・保管方法の改善に し

て も、保存環境 の分析 に して も、 まだ まだ未解決 な問題 が沢 山あ ります。体制が 出来上が ってい る とい う

のでは な くて、少 しずつ毎 日改 良 して よ りよい体制づ くりに取 り組 んで い る とい うのが 、み んば くの現状

です。

 それでは、 どうもあ りが とうご ざいま した。

 あ りが とうござい ま した。世界の様 々な国 と地域か ら、その民族に固

有 な多岐 にわた る材質の資料 を、沢 山コレクシ ョンされ る中で、その資

料の管理 をいか にシステ ムに乗 せ るか とい うことに腐心 されてい るか と

い うことが よ く解 りま した。

 日常管理か ら予防、何か問題が起 きた ときの対処の仕方 まで を、可視

化 され る作業 を、そ してデー ター を積 み重ね られて、みんなに解 り易い

ものに される とい うことが大変印象に残 りま した。

                        (司会:井 上理香)
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